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@
事
業
報
告
、
決
算
な
ど
承
認
編
黙
雛
黙
黙

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
去
る
五
月
十

六
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　
阿
部
理
事
長
の
三
帰
依
文
唱
和
、
矢
萩
事
務

総
長
並
び
に
阿
部
理
事
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、

議
長
に
阿
部
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委
員
に
鱒

5月16日、芝パークホテルで開かれた全仏理事会

　
井
上
国
際
文
化
局
長
上
程
。

か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
四
号
「
〈
本
会
の
目
的
・
事
業
・
構

成
等
を
改
革
す
る
た
め
の
委
員
会
〉
規
程
A
案
）

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
上
程
。
川
島
庶
務
部
長
か
ら

淵
正
浩
、
来
馬
規
雄
の
両
師

を
選
ん
で
議
事
を
開
始
し

た
。　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十

九
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
上
程
。
川

島
庶
務
部
長
か
ら
説
明
。
事

務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十

九
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
承

認
を
求
め
る
件
」

　
野
口
事
務
次
長
上
程
。
剛

山
財
務
部
長
か
ら
説
明
。
白

川
謙
敬
監
事
が
監
査
報
告
を

行
い
事
務
局
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ

ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会

の
規
約
変
更
並
び
に
予
算
の

一
部
修
正
の
承
認
を
求
め
る

件
」　
　
　
　
　
田
代
国
際
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
件
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
組
織
局
長
上
程
。

杜
多
組
織
部
長
か
ら
説
明
。
事
務
局
原
案
を
承

認
。　
報
告
事
項

①
「
暴
力
団
の
行
う
組
葬
等
の
排
除
に
つ
い
て
」

　
警
察
庁
よ
り
の
要
請
に
つ
い
て

②
梵
人
会
脱
退
に
つ
い
て

③
靖
国
懇
委
員
・
中
村
元
副
会
長
と
の
懇
談
に

　
つ
い
て

④
同
和
推
進
の
た
め
の
研
究
機
関
設
置
に
つ
い

　
て
⑤
ハ
ワ
イ
日
米
仏
教
徒
交
流
大
会
に
つ
い
て

⑥
事
務
総
局
各
部
報
告

　
担
当
局
長
部
長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

報
告
事
項
④
に
つ
い
て
は
、
鷲
山
諦
住
・
同
和

委
貝
会
委
員
長
か
ら
背
景
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
尚
、
「
昭
和
五
十
九
年
度
全
日
本
仏
教
会
歳

入
歳
出
決
算
書
」
は
四
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
臨
時
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
収
入
額
金
六

一
八
○
○
○
○
円
、
支
出
額
金
四
六
〇
四
三
二

〇
円
と
な
り
、
差
引
額
金
一
五
七
五
六
八
○
円

は
、
昭
和
五
十
九
年
度
本
会
計
雑
収
入
へ
繰
入

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
御
報
告
し
、
各
位
の
御
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

…
　
5
9
年
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事
業
報
告
　
　
…

総
務
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庶
務
部
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黄
葉
宗
開
山
祥
忌
参
列

桜
井
大
乗
師
本
葬
参
列

高
野
山
御
遠
忌
法
要
参
列

総
持
寺
貫
首
本
山
葬
参
列

西
山
禅
林
寺
派
管
長
晋
山
式
参
列

観
桜
会
出
席

会
長
、
副
会
長
懇
談
会

智
山
派
幽
遠
忌
法
要
参
列

豊
山
派
御
遠
忌
法
要
参
列

成
田
山
御
遠
忌
法
要
参
列

理
事
会

別
所
弘
因
師
本
葬
参
列

文
化
庁
宗
務
課
と
の
懇
談
会

高
田
派
管
長
本
葬
参
列

理
事
会

包
括
宗
教
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

常
務
理
事
会
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1014

◎
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会

◎
日
本
宗
教
連
盟

　
　
理
事
会

　
　
税
制
特
別
委
員
会

総
務
局
－
財
務
部

3　11　　10　5

261515916
関
西
事
務
局
と
の
懇
談
会

東
京
都
慰
霊
協
会
秋
季
法
要
供
花

日
蓮
宗
慰
労
祝
賀
会
出
席

本
願
寺
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

常
務
理
事
会

天
台
座
主
卒
寿
祝
賀
会
出
席

三
豊
製
作
所
祝
賀
会
出
席

豊
山
派
管
長
晋
山
祝
賀
会
出
席

豊
山
派
管
長
晋
山
式
参
列

常
務
理
事
会

東
京
都
仏
成
道
会
参
列

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

秦
慧
玉
師
葬
儀
参
列

包
括
宗
教
法
人
管
理
者
研
究
協
議
会

理
事
会
・
評
議
員
会

全
仏
新
年
懇
親
会

K
B
K
K
理
事
長
本
葬
参
列

東
京
都
慰
霊
協
会
春
季
法
要
供
花

　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
回
）
開
催

　
　
　
（
日
宗
連
）
関
係

　
（
十
回
）
、
幹
事
会
（
十
二
回
）
、

　
　
　
　
　
（
五
回
）
出
席

監
査
会

関
西
地
区
財
務
担
当
者
会
議

関
東
地
区
財
務
担
当
者
会
議

監
事
会

査
定
委
員
会

総
務
局
－
時
局
対
策
部

　　　6　5

301530

7
唇
　
。
ρ
b

税
務
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付

宗
政
研
と
の
懇
談
会

「
正
確
な
会
計
帳
簿
作
成
の
徹
底
」

要
請
書
送
付

自
民
党
と
の
懇
談
会

　　1210

7　3　3025

1

20142221

2
　
　
7
・

3

2711548
◎
税
務
委
員
会

◎
毎
月
二
回
法
律
相
談
室

組
織
局
一
組
織
部

宗
政
研
と
の
懇
談
会

宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

自
民
党
税
制
調
査
会
委
員
へ
抗
議
行
動

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
千
葉

自
民
党
税
制
調
査
会
へ
陳
情

宗
政
研
緊
急
総
会

「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
会
」
の

協
力
要
請
送
付

ア
フ
リ
カ
難
民
救
援
毛
布
送
付

ア
フ
リ
カ
難
民
救
援
金
、
一
部
外
務

大
臣
に
手
渡
す

靖
国
懇
委
員
と
し
て
の
中
村
元
副
会

長
と
靖
国
問
題
に
関
す
る
意
見
交
換

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
東
京

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
大
阪

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
徳
島

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
岩
手

「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
」
埼
玉

　
　
（
四
回
）
開
催

4
・
7
　
智
山
派
被
差
別
精
霊
追
善
法
要

5
・
1
0
　
組
織
専
門
委
員
会

　
　
1
1
　
高
野
山
差
別
戒
名
追
善
法
要

6
・
1
　
真
言
宗
実
践
双
書
押
立
立
誓
式

　
　
6
　
組
織
専
門
委
貝
会

　
　
1
2
～
1
3
　
同
和
現
地
学
習
会
（
京
都
府
）

　
　
1
8
　
部
落
解
放
同
盟
よ
り
の
緊
急
質
問
状

　
　
2
5
　
組
織
専
門
委
曲
会

　
　
　
　
大
会
幹
事
会

　
　
2
6
　
W
C
R
P
皿
総
括
会
議

7
・
5
　
徳
島
県
仏
と
の
懇
談
会

　
　
1
3
　
世
界
人
権
宣
言
中
央
連
続
学
習
会

　
　
1
9
　
同
宗
連
加
盟
教
団
啓
発
交
流
懇
談
会

　
　
2
0
　
同
和
問
題
に
関
す
る
理
事
会
・

　
　
2
4
～
2
5
　
同
宗
連
射
六
回
研
修
会

　
　
2
7
　
大
会
幹
事
会

　
　
3
1
　
理
事
と
同
和
委
貝
の
特
別
委
貝
会

8
・
6
～
7
　
理
事
と
同
和
委
員
の
特
別
委
員
会

　
　
8
　
常
務
理
事
会
（
緊
急
質
問
書
及
び
W

　
　
　
　
C
R
P
W
）

　
　
9
　
部
落
解
放
同
盟
へ
回
答
書
提
出

　
　
1
0
　
大
会
幹
事
会

　
　
2
0
　
第
二
回
部
落
解
放
連
続
講
座

　
　
2
3
～
3
1
　
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

9
・
1
1
～
1
2
　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
1
4
　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
1
7
　
大
会
幹
事
会

　
　
2
8
　
大
阪
府
仏
教
徒
会
議

10
@
1
2
～
1
3
　
第
四
回
同
和
研
修
会

　
　
1
8
　
埼
玉
県
佛
教
徒
大
会

　
　
2
4
　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

　
　
2
5
　
第
3
1
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
京
都
大
会

1
1
・
2
9
～
3
0
　
同
宗
連
第
七
回
研
修
会

12

E
5
～
6
　
世
界
人
権
宣
言
集
会
札
幌
大
会

　
　
7
　
世
界
人
権
宣
言
集
会
東
京
大
会

　　　2　　　1

27　22　25　12　19

◎
同
和
委
貝
会

　
国
際
文
化
局
－
国
際
部

5
・
7
～
9
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
加

　
　
2
6
　
日
本
・
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
開
堂
式
出
席

6
・
1
4
　
国
際
専
門
委
員
会

7
・
2
　
国
際
専
門
小
委
員
会

常
務
理
事
と
同
和
委
員
の
懇
談
会

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
懇
親
会

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会

組
織
専
門
委
員
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
（
九
回
）
開
催

8
・
1
～
7
　
第
1
4
回
W
F
B
ス
リ
ラ
ン
カ
大
会

10

E
2
2
　
日
韓
、
韓
日
仏
教
文
化
交
流
大
会

　
　
2
6
　
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
代
表
団
を
全

　
　
　
　
仏
京
都
大
会
へ
招
請

11

@
5
　
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
へ
弔
電

12
@
4
　
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
5
～
1
2
　
イ
ン
ド
医
療
施
設
落
慶
法
要
参
列

　
　
　
　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察

　
　
2
8
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
誕
生
パ
ー
テ
ィ
：

2
　
1
6
　
仏
教
英
語
研
究
会
弁
論
大
会
出
席

　
　
2
1
　
駐
日
ス
り
う
ン
カ
大
使
当
局

3
　
1
一
　
ス
リ
ラ
ン
カ
国
宝
を
観
る
会
出
席

　
　
　
　
日
米
仏
教
徒
交
流
大
会
実
行
委
員
会

　
　
1
4
～
1
5
　
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

　
　
1
5
　
サ
ン
ガ
バ
シ
前
W
F
B
事
務
総
長
通

　
　
　
　
夜
参
列

　
　
2
9
　
国
際
専
門
委
蚕
渣

　
国
際
文
化
局
－
文
化
部

　　　3　2　1　10　9　　　　　6

255822241421147

◎
毎
月
一
回

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
異
日
本
仏
教
徒
委
員
会

　
　
総
務
部
会
（
五
回
）
、
経
理
部
会
（
一
回
）

　
　
募
金
部
会
（
一
回
）
開
催

11

E
1
2
　
総
務
部
会
部
会
長
・
副
部
会
長
会
議

12

E
2
0
　
総
務
部
会
部
会
長
・
副
部
会
長
会
議

2
・
5
　
各
部
会
、
部
会
長
・
副
部
会
長
会
議

正
力
松
太
郎
賞
受
賞
式
出
席

文
化
圏
門
委
員
会

文
化
会
議
運
営
委
員
会

囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

第
1
7
回
日
本
仏
教
文
化
会
議

囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

第
二
異
宗
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会

文
化
会
議
運
営
委
員
会

I
B
E
C
理
事
・
評
議
員
会
出
席

　
　
全
仏
誌
発
行
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昭和59年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書

歳入　予算：額

歳出　予算額

金84，378，000円　　決算額　金83，505，398円

金84，378，000円　　決算額　金80，429，367円

歳入歳出決算剰余金　金3，076，031円

歳入の部

科 目 対　　・　．　予 算

款 項 目
予　算　額 収入二巴

収入超過額 収入未済額

1．負　担　金
78，478，000円 75，356，200円 0円 3，121，800円

1．各宗派負担金 69，268，000 67，436，200 0 1，831，800

2。各団体負担金 9，210，000 7，920，000 0 1，290，000

2．寄　附　金 1，000，000 800，000 0 200，000

1．寄　附　金 1，000，000 800，000 0 200，000

3．未納徴収金 1，000，000 1，917，000 917，000 0

4．基金果実 900，000 861，000 0 39，000

5．雑　収　　入 1，000，000 3，646，933 2，646，933 0

6．繰　越　金 2，000，000 924，265 0 1，075，735

歳 入 計 84，378，000 83，505，398 872，602

歳出の部

科 目

支出済額
○増　△減

予算残額 付　　　　記
款 項 目

予　算　額
流　用　額

1．事務総局費
　　　　円60，924，000 60，243，567円 0円 680，433円

1．人　件　費 43，024，000 42，458，377 565，623

1．職貝俸給 17，094，000 16，931，167 162，833

2．諸　　　　給 21，930，000 21，799，440 130，560

3．厚　生　費 3，200，000 2，927，770 272，230

4。退職積立金 800，000 800，000 0

2．事　務　費 げ 9，100，000 8，998，120 0 101，880

1．借館借室費 3，100，000 3，550，000 0450，000 0 第4臥5目、6目より流用

2．通　信　費 1，800，000 1，744，880 55，120

3．消　耗　品 350，000 338，456 11，544

4．光　熱　費 2，000，000 1，899，812 △100，188 0 第1目へ流用

5．備　品　費 600，000 327，600 △272，400 0 〃

6．印　刷　費 900，000 794，326 △　77，412 28，262 〃

7．諸　雑　費 350，000 343，046 6，954

3．旅　　　　費 2，300，000 2，333，060 0　33，060 0 第5項より流用

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　外　費 4，500，000 4，454，010 △　33，060 12，930 第3項へ流用

2．総務聖誕 7，500，000 7，107，425 392，575

1．会　議　費 3，000，000 2，772，554 227，446

1．理事会費 600，000 561，210 38，790

2．評議員会費 200，000 155，960 44，040

3．各種委員会費 400，000 338，300 61，700

4．諸会議費 1，800，000 1，717，084 82，916

2．共通事項処弁費 2，600，000 2，546，376 53，624

3．時局対策費 1，500，000 1，464，750 35，250

4．調査研究費 400，000 323，745 76，255

3．組織局費 6，200，000 5，855，320 344，680

1．組織強化費 3，700，000 3，217，280 △138，040 344，680

1．組織強化費 1，200，000 1，035，740 △138，040 26，220 第2項へ流用
2．国内仏教徒会議費 2，500，000 2，181，540 318，460

2。同和推進費 2，500，000 2，638，040 0138，040 0 第1項第1目より流用

4．国際文化局費 7，600，000 7，138，235 461，765

1．国際運動費 2，300，000 1，881，193 418，807

1．WFB関係費 600，000 580，840 19，160

2．国際仏教交流費 700，000 439，160 260，840

3．渉　外　費 1，000，000 861，193 138，807

2．文化会議費 1，100，000 1，082，525 17，475

1．文化会議費 800，000 782，525 17，475

2．紀要作成費 300，000 300，000 0

3．教化諸費 200，000 200，000 0

4．機関紙発行費 4，000，000 3，974，517 25，483

5．雑　　　　費 154，000 84，820 69，180

6．予　備　費 2，000，000 0 2，000，000

歳 出 計 84，378，000 80，429，367 3，948，633

一4一
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c
代
国
際
部
長
ら
が
出
席

　
…
W
F
B
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
　
…

　…

N
ト
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
懇
談
会
…

　
第
一
回
目
ン
ビ
ニ
ー
特
別
委
員
会
が
去
る
五

月
七
日
よ
り
十
日
ま
で
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て
開
催
さ
れ
、
当

会
よ
り
田
代
国
際
部
長
と
小
峰
主
事
の
二
名
が

参
加
し
た
。
当
委
町
会
は
本
年
三
月
に
開
催
さ

れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会
に
て
設
立
が
決
定
し

た
も
の
で
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
、
イ
ン

ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ア
メ

リ
カ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
七
ヶ
国
の
各
W
F
B
セ

ン
タ
ー
の
代
表
よ
り
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
五
月
九
日
に
全
メ
ン
バ
ー
が
ル
ン
ビ
ニ

ー
の
現
地
視
察
を
行
い
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
確
認
し
て
き
た
。

　
①
す
で
に
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
は
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
に
よ
る
移
転
作

業
）
、
巡
拝
者
宿
泊
施
設
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
。

②
僧
院
地
区
に
お
い
て
各
国
が
建
設
を
開
始
す

る
前
に
ネ
パ
ー
ル
側
に
よ
る
地
質
等
の
調
査
が

必
要
で
あ
る
。
③
本
年
九
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン
ド

の
考
古
学
者
が
集
ま
り
、
ネ
パ
ー
ル
側
と
共
に

考
古
学
調
査
に
つ
い
て
の
会
議
を
行
う
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
を
終
え
、
翌
十
日
、
カ
ト

マ
ン
ズ
に
お
い
て
ル
ン
ビ
ニ
i
開
発
委
員
長
ロ

ク
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
と
田
代
・
小
峰
の
両
名
が
、

①
聖
な
る
園
の
考
古
学
調
査
に
つ
い
て
、
日

」
本
か
ら
派
遣
す
る
調
査
隊
は
ネ
パ
ー
ル
側
と

十
分
話
し
合
っ
た
上
で
調
査
を
行
う
、
マ
ヤ
堂

周
辺
の
造
園
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
日
本
に
任
せ
て

も
よ
い
、
②
僧
院
の
建
設
に
つ
い
て
も
す
ぐ
に

す
す
め
て
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
そ
の
予
算
は

予
め
多
め
に
見
積
っ
た
方
が
よ
い
、
③
五
月
末

に
交
通
労
働
大
臣
と
共
に
．
訪
日
し
、
駐
日
大
使

同
席
の
上
で
全
面
側
と
何
ら
か
の
調
印
を
し
た

い
、
④
近
々
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
た
め
の
新
し

い
委
貝
回
が
発
足
す
る
、
以
上
四
点
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

　
同
日
午
後
二
時
よ
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
委

員
会
事
務
所
に
お
い
て
、
W
F
B
メ
ン
バ
ー
と

開
発
委
員
会
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
結
果
今
後
の
方
針
と
し
て
、
①
約
＋
一
ヶ
国

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
国
際
委
員
会

を
つ
く
る
、
②
（
ロ
ク
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
と
の
会

談
で
も
確
認
さ
れ
た
が
）
新
た
に
ネ
パ
ー
ル
に

お
い
て
王
室
関
係
者
を
委
員
長
と
す
る
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
主
に
資
金
の
運
用
、
管
理
、
政

策
面
を
行
わ
せ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
国
王
の
任
命

に
よ
る
、
③
世
界
各
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
ま
だ

足
り
な
い
た
め
、
今
後
、
文
書
、
出
版
物
等
に

よ
る
情
報
の
提
供
を
よ
り
促
進
す
る
、
以
上
三

項
目
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

「平和祈願大法要」の

大導師に藤井全仏会長

＝日米仏教徒交流大会＝

　
　
ハ
ワ
イ
日
本

一　
入
官
約
移
民
百

“闘　
年
祭
記
念
・
日

“　
米
仏
教
徒
交
流

””　
大
会
開
催
に
当

10　
り
、
二
回
の
実

11”　
行
委
員
会
を
開

11　
い
て
当
日
の
ス

”1一　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

11　
を
検
討
し
、
次

1011　
の
よ
う
に
決
定

01　
し
た
。

1111　
　
六
月
＋
五
日

”
．
の
「
平
和
祈
願

大
法
要
」
（
於
パ
ン
チ
ボ
ー
ル
）
の
大
導
師
に
藤

井
實
慮
・
全
顎
会
長
、
十
七
日
の
「
記
念
法
要

並
び
に
式
典
」
（
於
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
）
の
大

導
師
に
藤
井
会
長
、
法
話
に
勝
又
俊
教
・
全
仏

副
会
長
、
全
仏
代
表
挨
拶
に
阿
部
慶
昭
・
全
仏

理
事
長
に
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
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一

巴
【
9
監
【
■
」
【
P

　
全
日
仏
同
和
委
員
会
で
は
、
委
員
会
と
し

て
協
議
の
上
決
定
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

分
野
と
、
惹
起
し
て
い
る
差
別
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
全
日
仏
と
し
て
の
、
方
向
を
統

一
的
に
加
盟
教
団
ぐ
る
み
で
取
り
組
も
う
と

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
仏
教
各
宗
派
の

教
義
と
基
本
的
に
か
か
わ
る
点
か
ら
問
題
を

ひ
き
起
こ
し
て
い
る
課
題
が
あ
る
。

　
す
で
に
．
「
面
心
羅
」
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
問

題
の
提
起
を
受
け
た
時
“

点
で
・
全
日
仏
と
し
て
…

の
研
究
機
関
の
設
置
を
…

当
委
員
会
は
申
し
入
れ
…

て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
　
…

そ
う
し
た
中
で
研
究
委
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

員
会
の
設
置
も
本
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

か
ら
位
置
づ
け
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

こ
と
に
な
っ
た
。
　
…

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
教
…

団
に
あ
っ
て
も
、
教
義
．
…

教
学
の
上
か
ら
明
確
に
…

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
…

い
課
題
も
か
か
え
て
い
…

る
も
の
の
、

f

　
特
に
仏
教
の
「
業
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
い
つ

の
年
代
ご
ろ
か
ら
か
、
世
間
的
に
も
広
く
流

布
さ
れ
て
来
た
実
事
は
否
定
で
き
な
い
。

　
今
日
で
は
世
間
的
に
「
業
」
が
一
人
歩
き

し
て
「
前
世
の
業
に
よ
る
む
く
い
」
と
か
、

「
業
病
に
と
り
つ
か
れ
た
」
等
と
語
ら
れ
、

被
差
別
部
落
で
の
出
生
そ
の
も
の
ま
で
、
宿

業
説
を
お
し
つ
け
た
差
別
事
件
は
各
地
で
数

も
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
『
御
詠
歌
経
本
』

の
中
に
は
、
前
述
の
差
別
的
論
理
で
詠
ま
れ

て
い
る
『
御
詠
歌
』
そ
の
も
の
が
存
在
し
て

い
る
。

　
二
項
対
立
の
形
式
で
理
解
を
助
け
、
世
間

的
に
は
仏
教
教
義
そ
の
も
の
で
あ
る
如
く
流

布
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
当
面
歪
面
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た

問
題
で
あ
る
が
、
『
諸
国
霊
場
御
詠
歌
萬
題
』

　
　
　
　
　
全
日
仏
と
し
て
の
統
一
的
見
解

が
出
せ
る
研
究
機
関
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
さ
て
、
今
日
の
緊
急
課
題
と
し
て
、
去
年

機
関
誌
『
全
仏
』
六
月
号
に
お
い
て
高
野
山

真
言
宗
藪
光
龍
委
員
は
、
『
仏
前
勤
行
次
第
』

の
中
に
あ
る
草
山
の
誤
解
と
し
て
、
身
体
障

害
者
に
対
す
る
差
別
問
題
で
あ
る
こ
と
を
と

り
あ
げ
ら
れ
「
こ
れ
こ
そ
差
別
の
論
理
で
あ

る
」
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。
　
　
8

差
別
問
題
と
「
業
」
「
因
果
」
の
課
題

多
く
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　
ま
し
て
差
別
か
ら
解
放
へ
の
立
ち
あ
が
り

ま
で
、
抑
圧
す
る
思
想
的
背
景
と
も
な
っ
て

社
会
化
さ
れ
て
い
る
部
分
ま
で
あ
る
。

　
次
に
、
全
国
各
地
に
流
布
し
て
い
る
宗
派

を
こ
え
た
『
御
詠
歌
』
な
る
も
の
に
も
ふ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

　
仏
具
店
や
、
各
霊
場
寺
院
に
お
い
て
販
売

蓮
池
　
瑞
旭
（全
ｧ
同
和
委
員
浄
　
土
　
宗
）

『
諸
国
霊
場
御
詠
歌
千
題
』
『
西
国
霊
場
三
十

三
所
五
百
番
詠
歌
及
諸
経
要
集
』
『
仏
教
皇

宗
和
讃
壼
千
題
』
の
四
本
に
は
、
（
こ
れ
以
外

に
も
あ
る
で
あ
ろ
う
）
い
ず
れ
も
『
因
果
和

讃
』
と
し
て
「
（
前
略
）
現
在
諸
人
の
有
さ
ま

は
、
皆
こ
れ
過
去
の
報
な
り
、
六
根
器
量
の

よ
き
人
は
、
忍
辱
柔
和
の
果
報
な
り
、
（
中

略
）
唖
聾
と
な
る
も
の
は
、
佛
法
諺
た
過
と

か
や
」
と
し
て
、
す
べ
て
前
世
の
悪
因
が
悪

果
と
し
て
現
世
で
受
け
て
い
る
と
い
う
論
理

展
開
が
な
さ
れ
、
「
因
果
の
道
理
明
ら
か
に
、

佛
に
嘘
は
な
き
も
の
ぞ
、
た
“
一
向
に
疑
が

は
ず
、
南
無
阿
彌
陀
と
信
ず
べ
し
」
と
結
ん

で
い
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
差
別
の
助
長
で
は
な
く

差
別
を
作
り
出
し
、
固
定
化
さ
せ
て
い
く
何

も
の
で
も
な
い
。

　
こ
こ
に
見
る
『
因
果
和
讃
』
は
、
一
向
専

　
　
韓
修
の
文
語
も
み
え
、
称
名
を
進
め
て

　
　
…
い
る
も
の
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
そ
の
も

　
　
…
の
で
は
な
い
、
特
定
の
宗
派
や
特
定

　
　
…
の
寺
院
が
実
践
を
進
め
た
和
讃
で
な

　
　
…
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
調

　
　
…
査
研
究
を
通
し
て
、
課
題
の
解
決
に

　
　
…
当
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
…
　
最
後
に
筆
者
の
現
時
点
で
の
偶
感

　
　
…
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
第
一
に
「
業
」

　
　
…
　
「
因
果
」
に
つ
い
て
の
統
一
的
見
解
、

　
　
…
第
二
に
こ
の
誤
っ
た
理
解
を
社
会
的

　
　
…
に
普
遍
化
さ
せ
た
要
因
は
何
か
、
第

　
　
…
三
に
歴
史
的
背
景
と
そ
の
歴
史
性
に

　
　
…
つ
い
て
、
第
四
に
現
実
的
対
応
を
ど

の
様
に
進
め
る
か
、
等
の
課
題
が
の
し
か
か

っ
て
来
て
い
る
。

　
現
実
社
会
の
人
権
に
か
か
わ
る
実
相
と
照

鑑
し
、
全
日
仏
と
い
う
一
つ
土
俵
の
上
で
討

議
し
、
仏
教
の
根
本
的
教
義
の
上
か
ら
問
題

解
決
に
向
け
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
取
り
組

み
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
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料
理
道

　
何
か
を
通
じ
て
道
を
極
め
る
と
、
そ
こ
に

人
生
万
般
に
わ
た
る
哲
学
（
人
生
観
）
が
生

ま
れ
る
。
華
道
、
茶
道
、
書
道
な
ど
い
わ
ゆ

　
る
お
稽
古
事
に
道
が
つ
く
の
は
そ
の
た
め
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
修
行
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
か
ら
道
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ

稽
古
事
を
花
嫁
修
行
と
い
う
。
な
ら
ば
、
料

　
　
　
　
雪
道
だ
っ
て
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

　
　
　
　
な
の
に
、
言
葉
と
し
て
熟
し
て
い

　
　
　
　
な
い
。
で
は
、
料
理
道
な
ど
な
い

匿　
　
　
　
　
の
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は

　
　
　
　
な
い
。
湯
木
貞
一
さ
ん
の
『
吉
兆

　
　
　
　
味
ぱ
な
し
』
は
ま
さ
に
料
理
道
の

　
　
　
　
極
意
だ
と
思
う
。
何
は
と
も
あ
れ
、

　
　
　
　
文
中
か
ら
二
三
抜
き
書
き
し
て
紹

　
　
　
　
介
し
よ
う
。

　
ロ
コ
．
層
・
　
　
　
▼
「
味
つ
け
と
い
う
の
は
、
自
分

　
　
　
　
が
、
ど
う
だ
、
う
ま
く
で
き
た
な

　
　
　
　
あ
、
と
思
っ
た
と
き
は
だ
め
で
す
。

　
　
　
　
そ
ん
な
気
持
が
あ
っ
て
は
、
う
ま

　
　
　
　
　
い
味
つ
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
思

議
な
こ
と
に
、
自
分
で
は
う
ま
い
と
も
何
と

も
わ
か
ら
な
い
境
地
で
作
っ
た
も
の
は
、
み

な
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な

わ
け
の
わ
か
ら
ん
こ
と
を
い
っ
て
も
、
分
っ

て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、

実
際
の
と
こ
ろ
そ
う
な
の
で
す
。
」

▼
「
そ
の
日
は
一
日
し
か
な
い
。
わ
が
一
生

の
大
切
な
一
日
の
夕
食
で
す
。
ど
う
ぞ
心
を

く
ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
」

▼
「
よ
い
料
理
屋
と
い
う
の
は
、
ま
ず
掃
除

で
し
ょ
う
。
料
理
人
は
、
掃
除
が
大
切
だ
と

い
う
気
持
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

お
客
さ
ま
は
料
理
だ
け
を
食
べ
に
来
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
家
も
た
べ
に
来
る
の
で
す
。

便
所
掃
除
、
し
っ
く
い
洗
い
か
ら
お
ぼ
え
た

料
理
だ
っ
た
ら
、
も
の
ご
と
の
順
序
、
け
じ

め
が
体
に
た
た
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

い
い
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。
」

▼
「
日
本
料
理
の
な
か
で
く
熱
い
〉
と
い
う

約
束
の
あ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が

天
ぷ
ら
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま
と
め
て
揚
げ

て
別
な
と
こ
ろ
へ
運
ん
で
行
っ
て
食
べ
る
と
、

ど
う
し
て
も
冷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
揚
げ
た

て
を
す
ぐ
食
べ
る
と
、
こ
れ
が
同
じ
も
の
か

と
疑
う
く
ら
い
味
が
ち
が
い
ま
す
。
揚
げ
な

が
ら
食
べ
る
天
ぷ
ら
に
は
、
ど
う
し
て
も
揚

げ
役
が
必
要
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
は
食
べ

ら
れ
な
い
。
揚
げ
役
が
い
る
お
か
げ
で
お
い

し
さ
が
生
ま
れ
ま
す
。
作
る
人
は
食
べ
る
人

が
よ
ろ
こ
ぶ
の
を
見
て
よ
ろ
こ
ぶ
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
」

▼
「
す
き
焼
き
の
ね
ぎ
の
寸
法
で
、
い
い
店

か
わ
る
い
店
か
わ
か
り
ま
す
。
何
の
気
も
な

し
に
切
ら
な
い
で
、
た
べ
や
す
い
寸
法
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
切
る
。
そ
れ
が
庖
丁
加
減

と
い
う
も
の
で
す
。
」
　
以
上
思
い
つ
く
ま
ま

書
き
留
め
て
み
ま
し
た
。
庖
丁
加
減
、
味
加

減
、
い
い
加
減
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
し

ょ
う
。
自
己
に
対
し
て
手
加
減
は
禁
物
で
す
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
阿
　
純
孝
）

幽㊥㊥㊥㊥

・
㊥
・

『
い
ま
、
生
命
を
問
う
一
変
わ
る
誕
生
と
死
一
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
取
材
隠
避

　
「
あ
な
た
の
精
子
買
い
ま
す
」
と
い
う
米
国

の
精
子
銀
行
な
ど
、
科
学
技
術
の
歯
止
め
な
き

現
状
を
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
を
見
る
よ
う
に

訴
え
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
倫
理
宗
教
に
突
き

つ
け
ら
れ
た
刃
を
ど
う
さ
ば
く
か
。
仏
教
の
側

に
と
っ
て
も
緊
急
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
い
る
本
。

　
　
（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
＝
二
〇
〇
円
）

『
生
命
の
最
前
線
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
永
俊
一
著

　
本
書
は
、
科
学
と
仏
教
の
現
代
的
関
わ
り
を

論
じ
、
生
の
最
前
線
と
し
て
脳
、
生
命
工
学
、

生
命
操
作
、
生
命
倫
理
と
臓
器
移
植
、
病
い
の

最
前
線
と
し
て
延
命
、
脳
死
、
信
仰
治
療
、
老

の
最
前
線
と
し
て
ボ
ケ
、
定
年
、
円
熟
、
死
の

最
前
線
と
し
て
死
学
、
ホ
ス
ピ
ス
、
安
楽
死
な

ど
を
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
と
い
う
問

題
の
中
で
仏
教
を
問
う
貴
重
な
試
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
春
秋
社
・
＝
二
〇
〇
円
）

『
長
ら
え
し
と
き
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
瀬
圭
一
著

　
高
齢
化
社
会
に
な
り
、
老
後
の
問
題
を
考
え

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
時
、
こ
の
本
は
武
蔵

野
方
式
（
現
金
が
な
く
て
も
、
住
ん
で
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
や
家
屋
、
土
地
が
あ
れ
ば
、
寝
た
き

り
に
な
っ
て
も
自
宅
で
面
倒
を
み
て
も
ら
え
る
）

を
利
用
す
る
老
人
た
ち
と
そ
の
世
話
を
す
る
人
　
・

刀
口

窃⑨窃窃⑨

た
ち
の
様
子
を
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
書
い
て

あ
り
、
参
考
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
文
藝
春
秋
・
一
一
〇
〇
円
）

『
禅
問
答
1
5
5
の
知
恵
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
東
禅
著

　
禅
問
答
は
、
人
の
い
の
ち
の
真
実
を
ひ
き
出

そ
う
と
い
う
真
剣
な
対
論
の
記
述
で
あ
る
が
、

必
ず
し
も
一
般
に
い
う
対
談
の
形
式
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
そ
こ
に
禅
問
答
を
把
握
す
る
難
か

し
さ
が
あ
る
。
そ
の
禅
問
答
を
現
代
人
が
読
ん

で
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
生
身
の
く
ら
し
に
役

立
つ
知
恵
を
見
出
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
著
者
は

大
変
な
努
力
を
は
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
こ
う
書
房
・
九
八
○
円
）

『
落
語
風
俗
帳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
山
和
夫
著

　
古
典
落
語
の
代
表
的
な
演
目
を
そ
の
ル
ー
ツ

に
よ
っ
て
宗
派
ご
と
に
分
類
整
理
し
た
書
。
例

え
ば
東
都
落
語
界
で
は
、
四
代
目
橘
家
か
ら
六

代
目
三
遊
亭
円
生
に
伝
わ
っ
た
「
お
血
脈
」
な

ど
、
一
連
の
善
光
寺
の
縁
起
潭
が
ま
こ
と
に
巧

み
に
語
ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
、
善
光
寺
と
庶

民
の
関
係
が
落
語
を
通
じ
て
明
白
に
な
る
所
以

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
（
白
水
社
・
一
六
〇
〇
円
）

　
　
文
化
専
門
委
嘱
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
宝
田
正
道
、
中
野
東
禅
、
阿
純
孝
、
島
田
喜

久
子
、
寿
山
良
知
　
　
　
　
　
一
推
薦
1
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初
の
全
仏
改
革
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
に
細
川
師

　
去
る
四
月
二
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
明
照

会
館
会
議
室
に
お
い
て
阿
部
理
事
長
出
席
の
も

と
、
第
一
回
「
本
会
の
目
的
・
事
業
・
構
成
等

を
改
革
す
る
た
め
の
委
員
会
」
略
称
「
四
仏
改

革
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
委
貝
会
は

真
に
時
代
に
即
応
し
う
る
態
勢
を
全
仏
が
確
立

す
る
た
め
に
、
改
革
す
べ
き
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
改
革
案
を
理
事
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
既
に
昨
年
末
「
事
務
総
局
機
構
検

討
委
貝
回
」
答
申
が
理
事
長
に
提
出
さ
れ
た
が
、

改
革
委
員
会
は
こ
の
答
申
を
い
わ
ば
叩
き
台
に

し
て
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
委
員
会
の
委
員
は
細
川
祐
藻
（
曹
洞
）
、
寺

田
義
淳
（
本
派
）
、
能
邨
英
士
（
大
派
）
、
伊
東

康
雄
（
浄
土
）
、
豊
田
英
世
（
日
蓮
）
、
橋
爪
良

恒
（
高
野
山
）
、
橋
本
寄
進
（
妙
心
寺
）
、
杉
谷

義
純
（
天
台
）
、
小
峰
令
丸
（
智
山
）
、
杉
本
亮

一
（
豊
山
）
、
白
川
謙
敬
（
東
京
都
仏
）
、
増
田

貞
圓
（
大
阪
府
仏
）
、
山
本
杉
（
全
日
仏
婦
）
、

鎌
原
紀
元
（
曹
洞
宗
・
学
識
経
験
者
）
、
長
谷
川

正
浩
（
全
仏
顧
問
弁
護
士
・
学
識
経
験
者
）
の

十
五
師
で
、
宗
派
・
都
道
府
県
仏
教
会
・
諸
団

体
・
学
識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
回
の
委
員
会
で
は
、
ま
ず
委
員
会
規
程

が
審
議
さ
れ
議
決
さ
れ
た
が
、
五
月
十
六
日
に

開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
正
式
に
承
認
さ

れ
た
。
つ
い
で
正
副
委
員
長
に
は
、
委
貝
長
に

細
川
祐
藻
、
副
委
員
長
に
小
峰
令
丸
の
両
師
が

選
任
さ
れ
た
。

　
本
委
員
会
に
は
、
阿
部
理
事
長
も
積
極
的
に

出
席
す
る
予
定
で
あ
る
。
明
年
三
月
末
ま
で
に

は
答
申
が
行
わ
れ
、

こ
と
に
な
る
。

新
し
い
全
一
が
誕
生
す
る

伊
東
　
修
医
師
（
全
仏
税
務
委
員
）

四
月
二
十
五
日
、
七
十
七
歳
で
遷
化
。

韻
難
謝
蕉
髭
貧
覆
∴

微
藝
蕪
藤
審

　
蚕
墨
黒
蘇
事
美
5
月

　
二
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
・
経
理
部
会

　
六
～
十
二
日
　
W
F
B
ル
ン
ビ
ニ
ー
特
別

　
　
　
　
　
　
　
委
員
会

　
九
日

置
十
日

十
一
日

十
四
日

十
五
日

　
＋
六
日

＋
七
日

二
＋
一
日

二
＋
二
日

置
＋
三
日

二
＋
四
日

二
＋
八
日

　
三
十
日

三
＋
一
日

法
律
相
談
室

監
査
会

文
化
会
議
運
営
委
貝
会

局
内
会
議

ハ
ワ
イ
実
行
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

理
事
会

同
和
委
員
会

全
仏
国
会
幹
事
会

西
本
願
寺
落
慶
法
要
参
列

天
台
真
盛
宗
管
長
晋
山
式
参
列

法
律
相
談
室

部
落
解
放
基
本
法
中
央
実
行
委
員

会
出
席

I
B
E
C
理
事
会
・
評
議
三
会
出
席

藤
井
日
達
師
本
葬
参
列

栃
木
県
仏
理
事
会
出
席

国
税
庁
と
の
会
談

ふえる、ふえる、出し入れ自由で、

…目
、たりの結論

ユー・コクプアン瓦

たふ
チ

公社債投資信託・追加型設定・運用…山一投信委託

●1ヵ月据置けば出し入れ自由

●ふえる手応えがちがラ1ヵ月複利

●＠適格、お1人300万円まで無税扱い

●お申込みは、10万円以上1万円単位

叢ご出金の場合、前日にご連絡ください。

楽お申込みの際は、受益証券説明書をご覧ください。

ス
テ
キ
な

奥
ち
ゃ
ま
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